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書
に
寄
せ
て　
「
徳
」

　

筆
太
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
「
徳
」
の
一
文
字
は
幡
谷
祐
一
会
長
の
書
。

多
く
の
方
が
け
ん
し
ん
の
店
頭
で
目
に
し
て
く
だ
さ
る
一
字
で
す
。

　
「
徳
」
の
意
味
を
国
語
辞
典
で
引
く
と
、
①
道
理
を
さ
と
っ
て
行
為

に
あ
ら
わ
す
こ
と
、
②
他
人
を
敬
服
さ
せ
る
人
格
の
力
・
名
望
・
徳
望
、

③
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
・
天
性
、
④
め
ぐ
み
・
恩
恵
、
⑤
お
か
げ
・
効

果
な
ど
と
あ
り
ま
す
。
徳
を
積
む
、
徳
の
あ
る
人
、
恩
徳
を
い
た
だ

く
な
ど
は
日
常
で
も
使
う
言
葉
で
す
。

　

二
宮
尊
徳
は
自
ら
の
や
り
方
を
「
報
徳
仕
法
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

尊
徳
は
江
戸
時
代
に
、
下
館
藩
（
現
筑
西
市
）
の
依
頼
を
受
け
て
財

政
再
建
と
農
村
部
の
復
興
を
行
っ
た
り
、
青
木
村
（
現
桜
川
市
）
の

名
主
の
招
き
に
応
じ
て
、
青
木
堰
を
再
建
す
る
な
ど
、
茨
城
県
と
も

縁
が
あ
っ
た
農
政
家
で
す
。「
荒
地
に
は
荒
地
の
徳
が
あ
り
、
借
金
に

は
借
金
の
徳
が
あ
る
」。
徳
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
備
わ
り
、
引

き
出
し
方
次
第
で
力
と
な
る
。
そ
の
徳
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
感

謝
す
る
。
農
地
の
開
墾
や
借
金
の
解
消
な
ど
各
地
の
行
政
を
救
っ
て
き

た
二
宮
尊
徳
ら
し
い
考
え
で
す
。

会長

理事長
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ア
ク
セ
ス
が
良
く

企
業
立
地
と
し
て
も
注
目

　

茨
城
県
南
部
に
位
置
す
る
牛
久

市
は
、
人
口
約
８
万
４
千
人
（
平
成

27
年
）
と
５
年
前
よ
り
３・
２
％
増

加
し
た
居
住
地
と
し
て
人
気
の
高
い

ま
ち
で
す
。
市
内
を
南
北
に
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
や
国
道
６
号
線
、
東
西
に
国
道

４
０
８
号
線
や
圏
央
道
が
走
り
、
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
企
業
立
地
、
物

流
拠
点
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
牛
久
大
仏
、
牛
久
沼
、
牛
久
市

観
光
ア
ヤ
メ
園
、
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
、

牛
久
自
然
観
察
の
森
な
ど
、
市
民
の

憩
い
の
場
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
２
月
26
日
に
圏
央
道

（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）
の

茨
城
県
内
全
線
開
通
に
よ
り
、
牛
久

市
内
へ
は
牛
久
阿
見
Ｉ
Ｃ
、
つ
く
ば

牛
久
Ｉ
Ｃ
、
阿
見
東
Ｉ
Ｃ
で
つ
な
が

り
、
い
っ
そ
う
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　

圏
央
道
は
、
東
京
都
心
か
ら
半

径
40
～
60‌

km
の
位
置
を
環
状
に
結
ぶ

道
路
で
す
。
圏
央
道
に
よ
っ
て
成
田

国
際
空
港
か
ら
茨
城
県
、
さ
ら
に
埼

玉
県
、
東
京
都
下
、
神
奈
川
県
ま
で

も
、
交
通
量
の
多
い
東
京
都
心
部
を

通
ら
ず
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
流
通
業
や
観
光
業

に
好
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

既
に
阿
見
東
Ｉ
Ｃ
に
は
、
大
型
物

流
セ
ン
タ
ー
が
今
夏
の
開
設
を
待
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
牛
久
は
外
国
人

観
光
客
に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
伴
い
国
内
で
の
知
名
度
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。

観
光
客
の
増
加
に
一
役

青
銅
の
牛
久
大
仏
と
牛
久
沼

　

観
光
客
に
と
く
に
人
気
な
の
が
牛

久
大
仏
（
牛
久
阿
弥
陀
大
仏
）
で
す
。

旅
行
口
コ
ミ
サ
イ
ト
「
ト
リ
ッ
プ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
で
は
、
外
国
人
旅
行

者
に
茨
城
県
内
の
人
気
１
位
ス
ポ
ッ

ト
と
紹
介
し
て
お
り
（
２
０
１
６
年

調
査
）、
実
際
、
外
国
人
の
姿
が
目

立
ち
ま
す
。

　

ま
ず
そ
の
大
き
さ
が
見
る
人
を
驚

か
せ
ま
す
。
地
上
１
２
０
ｍ
、
像
高

１
０
０
ｍ
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
美

し
い
螺ら

髪ほ
つ

、
や
さ
し
い
お
顔
、
ゆ
っ

た
り
し
た
衣
ま
で
す
べ
て
が
青
銅

製
。
世
界
最
大
の
青
銅
製
立
像
と
し

て
１
９
９
５
年
に
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

像
の
内
部
に
も
入
る
こ
と
が
で

き
、
仏
像
の
胎
内
空
間
な
ら
で
は
の

体
験
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
囲

の
浄
土
庭
園
も
含
め
、
浄
土
真
宗
東

本
願
寺
派
本
山
東
本
願
寺
が
管
理
し

て
い
ま
す
が
、
お
花
畑
な
ど
も
あ
り
、

3

圏央道の県内全線開通で、
観光やビジネスの発展が期待される

牛久

エレベーターで地上 85 ｍの胸部まで昇れば、四方の景色を望める牛久大仏

建設が進む大型物流施設

茨城県内が全線開通した圏央道
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誰
も
が
楽
し
め
る
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

茨
城
観
光
百
選
に
選
ば
れ
る
牛
久

沼
は
、
美
し
い
景
観
を
持
つ
一
方
で
、

農
業
用
水
の
供
給
源
で
あ
り
、
小
規

模
な
が
ら
も
漁
場
で
も
あ
り
、
古
く

か
ら
人
々
の
生
活
に
密
着
し
た
存
在

で
す
。
沼
の
周
囲
は 

つ
く
ば
み
ら
い

市
、
つ
く
ば
市
、
龍
ケ
崎
市
、
取
手

市
と
も
接
し
て
お
り
、
湖
沼
面
は
龍

ケ
崎
市
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

牛
久
沼
に
は
、
河か
っ

童ぱ

が
い
た
ず
ら

を
し
て
縛
ら
れ
た
「
河
童
松
」
や
、

河
童
に
教
え
て
も
ら
っ
た
「
河
童
の

秘
薬
」
な
ど
の
伝
説
が
あ
り
、
沼
に

流
れ
込
む
稲
荷
川
近
く
の
沼
沿
い
に

は
「
牛
久
沼
か
っ
ぱ
の
小
径
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。「
う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
」

は
牛
久
市
の
夏
の
風
物
詩
で
す
。

　

か
っ
ぱ
の
小
径
の
近
く
の
高
台
に

は
、
慶
応
４
（
１
８
６
８
）
年
生
ま

れ
の
日
本
画
家
、
小
川
芋う

銭せ
ん

の
旧
居
、

雲う
ん

魚ぎ
ょ

亭て
い

が
あ
り
ま
す
。
芋
銭
は
好
ん

で
河
童
図
を
画
き
、
今
日
に
至
る
ま

で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
茨
城

県
近
代
美
術
館
（
水
戸
市
）
に
は
芋

銭
の
傑
作
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
人
気
を
集
め
る

体
験
型
施
設

　

赤
レ
ン
ガ
の
建
物
が
国
指
定
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
シ
ャ

ト
ー
カ
ミ
ヤ
」
は
、
電
気
ブ
ラ
ン
や

ハ
チ
ブ
ド
ー
酒
で
一
時
代
を
築
い
た

神
谷
傳
兵
衛
が
、
明
治
時
代
に
ワ
イ

ン
の
醸
造
場
と
し
て
建
設
し
た
も
の

で
す
。
現
在
は
地
ビ
ー
ル「
牛
久
シ
ャ

ト
ー
ビ
ー
ル
」
を
生
産
し
て
お
り
、

建
物
は
年
間
を
通
し
て
見
学
者
に
開

放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヤ
マ
イ
チ
味
噌
は
、
杉
の
木
桶
で

仕
込
む
伝
統
的
味
噌
製
造
を
す
る
か

た
わ
ら
、
１
樽
（
約
５
kg
）
を
手
作

り
す
る
み
そ
造
り
教
室
も
行
っ
て
い

ま
す
。
直
売
店
で
販
売
す
る
量
り
売

り
の
生
味
噌
や
み
そ
蔵
ア
イ
ス
な
ど

も
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

観
光
農
園
の
長
沼
り
ん
ご
園
で

は
、
減
農
薬
で
育
て
た
り
ん
ご
の
ほ

か
、
夏
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
桃
、

秋
以
降
は
ヤ
ー
コ
ン
な
ど
の
収
穫
体

験
が
で
き
ま
す
。
野
生
の
野
う
さ
ぎ

も
姿
を
見
せ
る
自
然
豊
か
な
農
園
で

す
。

　
「
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
ど
き
ど
き
つ

く
ば
牛
久
店
」
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
い
ば

ら
き
直
営
の
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
体
験

施
設
が
あ
る
農
産
物
直
売
所
で
す
。

ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
で
つ
く
る
ソ
ー
セ
ー

ジ
教
室
な
ど
の
農
業
体
験
も
で
き
ま

す
。

　

食
品
関
連
だ
け
で
も
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
が
こ
れ
だ
け
あ
る
、
奥
が
深

い
牛
久
で
す
。

　

自
然
が
豊
か
で
、
環
境
に
や
さ
し

い
こ
と
も
自
慢
で
す
。
全
国
に
10
カ

所
し
か
な
い
「
自
然
観
察
の
森
」
が

あ
り
、
里
山
の
保
全
と
と
も
に
自

然
観
察
を
通
じ
た
体
験
学
習
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
は
幡

谷
祐
一
会
長 

博
士
（
学
術
）
の
大
学

院
で
の
研
究
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
牛

久
市
は
そ
の
導
入
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
弁
当
を
持
っ
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
も
好
適
の
「
牛
久
自
然
観

察
の
森
」

「
牛
久
沼
か
っ
ぱ
の
小
径
」
入
口
に
あ
る

「
牛
久
市
観
光
ア
ヤ
メ
園
」
で
は
、
２
万

本
の
ア
ヤ
メ
・
花
菖
蒲
・
カ
キ
ツ
バ
タ

の
ほ
か
、
紫
陽
花
や
藤
も
楽
し
め
る

優
勝
パ
レ
ー
ド
で
地
元
の
フ
ァ
ン
に
手
を
振
る
横
綱
稀

勢
の
里
関
（
写
真
提
供
：
株
式
会
社
チ
ャ
ン
ス
代
表
取

締
役
鈴
木
淑
子
様
）

小川芋銭の偉業をたたえるため、雲魚亭近
くに昭和 27（1952）年に建てられた「河童
の碑」

ワイン樽が並ぶシャトーカミヤの神谷傳兵衛記念館

小川芋銭が最晩年を過ごした住まい兼アトリエで
ある雲魚亭

牛久沼のコブハクチョウは、皇居外苑保存会か
ら譲り受けたつがいから飼育を続けている
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け
ん
し
ん
牛
久
支
店
が
こ
の
地
に

開
業
し
た
の
は
昭
和
62
（
１
９
８
７
）

年
。
前
年
に
牛
久
町
か
ら
牛
久
市

と
な
り
、
人
口
も
５
万
を
超
え
て
い

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
日
本
の
バ
ブ
ル

景
気
が
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
、
東

京
都
の
１
年
間
の
地
価
上
昇
率
は
約

75
％
に
も
な
り
ま
し
た
。
東
京
か
ら

50‌

km
圏
内
の
牛
久
に
も
不
動
産
業

者
が
次
々
と
参
入
し
、
個
人
住
宅
の

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
そ
の
こ
ろ
、
け
ん
し
ん
の
利
用

を
開
始
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ま

は
、
東
京
へ
の
通
勤
生
活
が
終
わ
り
、

夫
婦
二
人
き
り
の
ご
家
庭
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
今
は
、
Ｊ
Ｒ
ひ
た
ち
野

う
し
く
駅
周
辺
の
大
型
開
発
が
進
ん

で
い
ま
す
」
と
宮
田
隆
幸
支
店
長
は

語
り
ま
す
。

　

市
の
人
口
は
毎
年
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
実
は
金
融
機
関
激
戦
区
。

幸
い
け
ん
し
ん
牛
久
支
店
は
、
Ｊ
Ｒ

牛
久
駅
を
中
心
に
広
が
る
市
街
と
牛

久
沼
の
東
岸
の
住
宅
街
に
多
く
の
お

客
さ
ま
を
持
ち
、
ご
愛
顧
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
「
創
業
し
て
何
代
目
に
も
な
る
商

店
や
事
業
所
、
あ
る
い
は
牛
久
に

特
化
し
た
事
業
を
始
め
た
若
い
企

業
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
さ
ま
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お

客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
て
ご
提
案
を
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渉
外
は
５
名
体
制
で
、
融
資
担
当
を

２
名
配
属
し
渉
外
担
当
３
名
と
連
携

し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
」
と
宮

田
支
店
長
。

　

応
接
室
に
飾
っ
て
あ
る
、
牛
久
出

身
の
横
綱
稀
勢
の
里
関
の
パ
レ
ー
ド

の
写
真
は
、
お
客
さ
ま
の
一
人
が
撮

影
し
た
も
の
を
贈
っ
て
く
だ
さ
っ
た

そ
う
で
す
。

　
「
変
化
な
ど
狙
わ
ず
大
き
な
相
撲

を
取
る
力
士
の
よ
う
に
、
仕
事
も

ま
っ
す
ぐ
実
直
に
、
倦う

ま
ず
弛た

ゆ

ま
ず

や
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
基

本
を
守
っ
て
地
道
に
取
り
組
ん
で
い

れ
ば
、
い
つ
の
間
に
か
お
客
さ
ま
に

認
め
ら
れ
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

も
の
で
す
。
そ
れ
を
見
守
る
の
が
私

の
役
目
で
す
」

　

宮
田
支
店
長
を
中
心
に
、
明
る
い

牛
久
支
店
で
す
。

長
い
お
付
き
合
い
が
続
く
よ
う
に

地
道
な
営
業
活
動
に
取
り
組
む

牛
久
支
店

牛久支店

哀ともいふべき人はおもほえで
　　　身のいたづらになりぬべきかな

謙
け ん

徳
と く

公
こ う

謙徳公はおくり名で、生前の名は藤
ふじ

原
わらの

伊
これ

尹
ただ

です。右大臣藤原師
もろ

輔
すけ

の
長男として生まれ、摂政・太政大臣にまで上りましたが、48歳で亡
くなりました。屋敷が一条にあったので一条摂政とも呼ばれます。『後
撰和歌集』の編纂にも深く関わったと伝えられています。この歌は、
失恋の歌です。私の恋心を哀れだと言ってくれる人がいるとも思えな
くて、この身はむなしく消えてしまうことになるのでしょう。歌に優
れ、勢威も張った貴族の、真率な想いを詠んだ歌です。

牛久支店の百人一首持ち歌㊺
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役立ち！マネー通
税制優遇措置が魅力の個人型確定拠出年金（iDeCo）

◆
60
歳
未
満
の
ほ
と
ん
ど
が
利
用
可
能
に

　

個
人
型
確
定
拠
出
年
金
が
平
成
29
年
１
月
か

ら
、
基
本
的
に
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
る
60

歳
未
満
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
人
に
利
用
対
象
を
拡

大
し
ま
し
た
。

　

事
業
主
や
加
入
者
が
掛
金
を
毎
月
拠
出
し

て
、
加
入
者
自
ら
が
運
用
し
、
掛
金
と
そ
の
運

用
益
と
の
合
計
額
を
も
と
に
給
付
額
が
決
定
さ

れ
る
の
が
「
確
定
拠
出
年
金
」
で
す
。
事
業
主

が
実
施
す
る
の
が
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
、
個

人
で
加
入
す
る
も
の
が
個
人
型
確
定
拠
出
年
金

で
す
。個
人
型
確
定
拠
出
年
金
に
は「iD

eCo

（
イ

デ
コ
）」
と
い
う
愛
称
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
的
年
金
で
あ
る
基
礎
年
金
（
１
階
部
分
）、

厚
生
年
金
保
険
（
２
階
部
分
）
に
上
乗
せ
し
て

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
私
的
年
金
（
３

階
部
分
）
と
し
て
、
公
的
年
金
を
補
完
す
る
性

格
を
持
ち
ま
す
。

● 

イ
デ
コ
に
こ
れ
ま
で
加
入
で
き
た
の
は
、

①
自
営
業
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
（
国
民
年
金
だ
け
の
人
）

②
企
業
年
金
の
な
い
会
社
に
勤
務
す
る
会
社
員

● 

新
た
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

③
専
業
主
婦
な
ど
の
第
三
号
被
保
険
者

④
勤
務
先
に
確
定
給
付
型
企
業
年
金
の
あ
る
会

社
員
、
勤
務
先
に
確
定
拠
出
型
年
金
の
あ
る
会

社
員
、
公
務
員

　

た
だ
し
、
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
加
入
者
は

規
約
変
更
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
イ
デ
コ

に
加
入
で
き
る
人
は
少
数
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
な
ど
一
部
の
人
は

加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◆
上
限
が
あ
る
掛
金
、
選
べ
る
運
用
商
品

　

自
営
業
な
ど
の
第
一
号
被
保
険
者
、
専
業
主

婦
な
ど
の
第
三
号
被
保
険
者
は
、
20
歳
か
ら
イ

デ
コ
に
加
入
で
き
ま
す
。
会
社
員
や
公
務
員
は

20
歳
未
満
で
も
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
れ
ば
、
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
（
掛
金
を

払
う
こ
と
が
で
き
る
）
は
60
歳
に
な
る
ま
で
、

運
用
自
体
は
70
歳
に
な
る
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
原
則
60
歳
に
な
る
ま
で
引
き
出
し

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
途
中
で
商
品
の
預
け
替
え

な
ど
は
で
き
ま
す
。

　

掛
金
額
は
月
５
千
円
以
上
、
１
千
円
単
位
で

あ
れ
ば
任
意
に
設
定
で
き
ま
す
。
拠
出
限
度
額

が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
前
出
の
①
～
④
の
対
象

者
の
分
類
に
よ
っ
て
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
拠
出
限
度
額
は
年
額
で
、
①
が

81
万
６
千
円
、
②
と
③
が
27
万
６
千
円
、
④
が

24
万
円
ま
た
は
14
万
４
千
円
で
す
。

　

拠
出
し
た
掛
金
は
、
運
営
管
理
機
関
（
取
扱

金
融
機
関
）
が
提
示
す
る
運
用
商
品
（
預
貯
金
、

保
険
商
品
、
投
資
信
託
等
）
の
中
か
ら
、
加
入

者
が
自
分
で
選
択
し
て
運
用
し
ま
す
。
複
数
の

商
品
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
運
用
商

品
は
法
令
上
少
な
く
と
も
3
か
月
に
1
回
預
け

替
え
（
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
）
で
き
る
よ
う
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ウ
ェ
ブ
経
由
で
い
つ
で
も

行
え
る
金
融
機
関
が
多
く
あ
り
ま
す
。
掛
金
額

は
原
則
年
１
回
変
更
で
き
ま
す
。
掛
金
の
拠
出

の
停
止
・
再
開
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

　

給
付
は
、
老
齢
給
付
金
、
障
害
給
付
金
、
死

亡
一
時
金
の
３
種
類
で
す
。
老
齢
給
付
金
は
、

60
歳
以
降
70
歳
ま
で
に
請
求
し
て
受
給
し
ま

す
。

◆
イ
デ
コ
の
３
つ
の
税
制
優
遇
措
置

　

イ
デ
コ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
拠
出
時
、

運
用
時
、
受
給
時
に
税
制
優
遇
措
置
が
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
拠
出
し
た
掛
金
が
全
額
所
得
控
除
さ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
毎
月
２
万
円
ず
つ
掛
金
を
拠

出
し
た
場
合
、
税
率
20
％
（
所
得
税
率
10
％
、

住
民
税
10
％
）
と
す
る
と
、
年
間
４
万
８
千
円

の
節
税
効
果
で
す
。た
だ
し
、専
業
主
婦
や
育
児・

介
護
休
暇
中
な
ど
で
年
間
を
通
じ
て
所
得
が
な

い
場
合
は
所
得
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

イ
デ
コ
の
運
用
益
は
、
通
常
の
金
融
商
品
の

運
用
益
と
は
異
な
り
非
課
税
で
す
。
運
用
益
が
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非
課
税
で
再
投
資
さ
れ
ま
す
。
積
立
金
全
額
に

か
か
る
１・１
７
３
％
の
特
別
法
人
税
の
課
税
は

平
成
32
年
３
月
末
ま
で
凍
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

老
齢
給
付
金
を
受
け
取
る
と
き
は
、
一
時
金

と
し
て
受
け
取
る
場
合
は
退
職
所
得
控
除
、
年

金
と
し
て
受
け
取
る
場
合
は
公
的
年
金
等
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

イ
デ
コ
同
様
、
運
用
益
が
非
課
税
に
な
る
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
（
ニ
ー
サ
＝
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）

は
、
非
課
税
期
間
は
最
長
５
年
間
、
来
年
か
ら

始
ま
る「
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」は
20
年
間
で
す
。

ま
た
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
非
課
税
年
間
投
資
額
の
上
限

は
１
２
０
万
円
、
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
40
万

円
で
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
は
掛
金
の
所
得
控
除
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
イ
デ
コ
利
用
の
注
意
点

　

積
立
金
の
運
用
は
加
入
者
の
責
任
で
行
い
ま

す
。
運
用
成
績
に
よ
り
受
け
取
る
給
付
額
は
変

動
し
ま
す
。
そ
の
た
め
掛
金
合
計
額
よ
り
給
付

額
の
ほ
う
が
多
く
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

取
扱
金
融
機
関
（
運
営
管
理
機
関
）
が
さ
ま

ざ
ま
な
運
用
商
品
を
提
示
し
て
い
ま
す
が
、
選

ぶ
の
は
加
入
者
自
身
で
す
。
元
本
保
証
の
な
い

商
品
も
あ
る
の
で
、
よ
く
検
討
し
て
選
択
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

前
述
の
よ
う
に
イ
デ
コ
は
老
後
の
た
め
の
年

金
補
完
制
度
で
す
。
原
則
60
歳
ま
で
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
資
金
を
引
き

出
せ
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
は
大
き
く
違
う
点
で
す
。

　

イ
デ
コ
は
加
入
以
降
、
各
種
手
数
料
が
か
か

る
こ
と
は
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ま
す
。

加
入
時
に
手
数
料
が
か
か
る
ほ
か
、
毎
月
管
理

手
数
料
が
掛
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
ま
た
、

他
の
運
営
管
理
機
関
（
金
融
機
関
）
に
移
換
す

る
際
に
手
数
料
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

金
融
機
関
に
よ
っ
て
一
部
の
手
数
料
の
額
が
異

な
る
の
で
、
金
融
機
関
選
び
も
大
切
で
す
。

　

転
職
な
ど
で
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
の
資
格

を
喪
失
し
た
場
合
は
、
個
人
型
や
他
の
企
業
型

に
資
産
を
移
換
す
る
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
手

続
き
を
し
な
い
で
放
置
す
る
と
、
そ
の
資
産
は

現
金
化
さ
れ
国
民
年
金
基
金
連
合
会
に
自
動
移

換
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
加
入
期
間
に
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
ず
受
給
開
始
時
期
が
遅
れ
た
り
、
そ

の
ま
ま
で
は
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
え
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
移
換
の
状
態
で
も
、
掛
金
を
拠

出
せ
ず
運
用
だ
け
を
行
う
運
用
指
図
者
で
あ
っ

て
も
、
一
部
の
手
数
料
が
か
か
る
こ
と
に
も
留

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

iDeCo の給付
老齢給付金 障害給付金 死亡一時金

給付方法 ５年以上20年以内の有期年金（終身年金を取り扱っている運営管理機関もあります）
※年金の全部または一部を、一時金として受けとることも可能

一時金

給付要件 加入期間などに応じて、受給できる年齢
が異なります
10年以上⇒60歳
８年以上10年未満⇒61歳
６年以上８年未満⇒62歳
４年以上６年未満⇒63歳
２年以上４年未満⇒64歳
１月以上２年未満⇒65歳

70歳に達する前に傷病によって一定以
上の障害状態になった加入者が、傷病が
続いた状態で一定期間（１年６か月）を
経過した場合に受給可能

加入者等が死亡し
たときに、その遺
族が受給可能

※この他に、一定の要件を満たした場合、脱退一時金の支給を受けることができます。
厚生労働省「個人型確定拠出年金 iDeCo のご案内リーフレット」より
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トピックス

県
教
育
庁
の
依
頼
に
よ
り
開
催

幡
谷
祐
一
会
長
、「
道
徳
」
の
授
業
を
実
施

企
業
経
営
や

社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
考
察

『
幡
谷
祐
一
の

思
想
と
行
動
』
刊
行

　

幡
谷
祐
一
会
長 

博
士
（
学
術
）
の
企
業
経
営
や

社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
分
析・考
察
し
た
書
籍『
幡

谷
祐
一
の
思
想
と
行
動
』（
茨
城
の
偉
人
を
考
え
る

会
編
著
、
茨
城
県
教
科
書
販
売
発
行
、
日
本
経
済

新
聞
出
版
社
日
経
事
業
出
版
セ
ン
タ
ー
発
売
）
が
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

幡
谷
会
長
の
思
想
と
行
動
の
特
徴
は
、「
経
済
と

倫
理
を
絡
ま
せ
な
が
ら
、
公
益
性
を
追
求
す
る
独
自

な
経
済
活
動
」
で
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
、
こ
の
よ
う
な
商
業
倫
理
観
の
正
当
性
が
広
く
認

め
ら
れ
て
お
り
、
当
該
活
動
は
「
企
業
の
社
会
的
責

任
」
と
い
う
考
え
の
原
型
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
筑
波
大
大
学
院
で
の
研
究
や
県
内
の

学
生
・
生
徒
向
け
に
行
っ
て
い
る
道
徳
講
演
活
動
に

つ
い
て
紹
介
・
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

幡
谷
祐
一
会
長 

博
士
（
学
術
）
は
、
茨

城
県
立
水
戸
第
三
高
等
学
校
、
茨
城
県
立
玉

造
工
業
高
等
学
校
及
び
水
戸
市
立
三
の
丸
小

学
校
に
お
い
て
、「
道
徳
」
の
授
業
の
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

茨
城
県
で
は
近
年
、
道
徳
教
育
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
こ
の
特
別
授
業
は
県
教
育
庁
の
依

頼
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
戸
市
の
道
徳
副
読
本
「
ま
ご
こ
ろ
」
に

は
、
幡
谷
会
長
の
こ
れ
ま
で
の
“
挑
戦
”
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
の
丸
小
学
校
の
授
業
で

は
、
副
読
本
を
読
ん
だ
児
童
た
ち
が
感
想
を

話
し
合
っ
た
後
に
幡
谷
会
長
が
登
場
し
、「
勉

強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
常
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が

大
事
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。
向
上
心
を
持

ち
続
け
、
1
回
限
り
の
人
生
を
輝
か
せ
て
ほ
し

い
と
、
児
童
た
ち
に
向
け
て
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

道徳について語る幡谷会長

水戸市立三の丸小学校にて
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TOPICS
高
齢
者
の
方
の
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」

被
害
防
止

Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
で
の

振
込
を
一
部
制
限

　

茨
城
県
で
は
、
昨
年
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
の
「
還
付
金

等
詐
欺
」
被
害
が
前
年
に
比
べ
件
数
・
被
害
額
と

も
に
倍
増
（
件
数
99
件
／
前
年
比
＋
45
件
、
被
害

額
約
1
億
円
／
前
年
比
＋
約
5
千
万
円
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
、
当
組
合
に
お
い
て
発
生
し
た
Ａ

Ｔ
Ｍ
利
用
の
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」
被
害
は
8
件
あ
り
、

70
歳
以
上
の
方
が
7
人
、68
歳
の
方
が
1
人
で
し
た
。

　

け
ん
し
ん
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、「
還

付
金
等
詐
欺
」
に
代
表
さ
れ
る
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
方
を
対

象
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
に
よ
る
振
込
可
能
金
額
に
一
部
制

限
を
設
け
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
方
が
過
去
1
年
以
上
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る

振
込
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
振
込
可
能
金

額
に
制
限
（
１
０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
）
を
設
け

る
も
の
で
、
窓
口

の
職
員
が
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
増
や
し
て
、

「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」

に
よ
る
振
込
被
害

を
水
際
で
防
止

す
る
の
が
目
的
で

す
。

窓
口
で
の
対
応
や
警
察
と
の
連
携
を
強
化

「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」
防
止
訓
練
を
実
施

　

平
成
26
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、「
ニ
セ
電

話
詐
欺
」
防
止
訓
練
を
36
支
店
で
実
施
し
、

延
べ
１
３
３
６
人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

窓
口
で
の
対
応
や
警
察
と
の
連
携
も
強
化
さ

れ
、
被
害
防
止
の
実
績
も
着
実
に
増
え
て
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
は
14
支
店
で
「
ニ
セ
電
話
詐

欺
」
を
未
然
に
防
止
し
、
10
支
店
で
警
察
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」
の
未
然
防

止
に
努
め
、
お
客
さ
ま
の
大
切
な
お
金
を
お
守

り
い
た
し
ま
す
。

八千代支店で行われた「ニセ電話詐欺」防止訓練

警察により表彰を受ける守谷支店、藤代支店の職員
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のお約束

《
経
営
理
念
》

「
以い

身し

ん

作さ

く

則そ
く

（
遵
法
）」

こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
則
と
は
、
１
．
則
る
べ
き
物
事
、
２
．
標
準
と
し

て
守
る
べ
き
事
柄
、
で
す
。

以
身
作
則
と
は
、
総
て
に
お
い
て
、
自
ら
守
る
べ
き
規
則
を
決
め
て
、‌

模
範
と
な
る
行
動
を
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

「
徳と

く

者は

じ事
業ぎ

ょ
う

之の

基も

と

」

人
に
は
人
徳
が
あ
る
よ
う
に
、
企
業
に
も
徳
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

企
業
の
徳
に
は
、
ご
ま
か
し
の
な
い
営
業
、
相
互
信
頼
の
確
立
、
そ
し

て
胸
を
張
っ
て
仕
事
が
出
来
る
こ
と
、
こ
れ
が
必
要
で
す
。
職
員
一
人
ひ

と
り
の
誠
実
さ
が
企
業
の
徳
を
形
成
し
ま
す
。

《
経
営
の
信
条
》

安
全
第
一

お
客
さ
ま
の
資
産
を
守
る
た
め
、
安
全
性
を
最
優
先
事
項

と
し
て
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

奉
仕
第
二

地
域
の
み
な
さ
ま
と
の
共
生
を
目
指
し
、
公
共
の
た
め
、
地

域
の
た
め
に
尽
く
し
ま
す
。

収
益
第
三

収
益
は
、
地
域
社
会
や
お
客
さ
ま
か
ら
の
賜
り
も
の
と
し

て
大
切
に
し
ま
す
。

は、信用組合の設立理念である相互扶助の精神に基づき、組合員を中

心とした茨城県内の中小事業者および勤労者の経済活動を側面から支援し、もっ

て地域社会の発展および公共の福祉に貢献する金融機関を目指してまいります。

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス
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け
ん
し
ん
職
員
は
行
動
指
針
を
守
り
、
み
な
さ

ま
に
献
身
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
標

語
を
掲
げ
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
業
務
に
あ
た

る
心
構
え
を
指
し
示
す
七
戒
を
常
に
念
頭
に
置

い
て
み
な
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

七
戒

　
　
（
な
な
つ
の
い
ま
し
め
）

遵
法
不
怠

（
じ
ゅ
ん
ぽ
う
を　

お
こ
た
ら
ず
）

緊
張
不
懈

（
き
ん
ち
ょ
う
を　

ゆ
る
め
ず
）

跂
者
不
立

（
つ
ま
だ
つ
も
の
は　

た
た
ず
）

禮
節
不
失

（
れ
い
せ
つ
を　

う
し
な
わ
ず
）

業
容
不
焦

（
ぎ
ょ
う
よ
う
を　

あ
せ
ら
ず
）

客
心
不
忘

（
か
く
し
ん
を　

わ
す
れ
ず
）

萬
年
不
憂

（
ま
ん
ね
ん　

う
れ
え
ず
）

信
組
人　

十
一
戒

誠
実
で
あ
る

礼
儀
正
し
い

信
義
を
重
ん
じ
る

質
素
で
あ
る

控
え
目
で
あ
る

親
切
で
あ
る

明
朗
で
あ
る

奉
仕
す
る

規
則
を
守
る

心
豊
か
で
あ
る

家
庭
を
大
切
に
す
る

遺
　
訓

心は豊かに
生活は質素に

法治国家の
民らしく

茨
城
県
信
用
組
合
の
創
業
者
幡
谷
仙
三
郎
翁
の
遺
訓
は
、
誰
も
が
納
得

で
き
る
人
生
の
指
針
と
し
て
、
職
員
を
導
い
て
い
ま
す
。

写
真
：
創
業
者
仙
三
郎
翁
遺
訓
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筑西市二木成 80-3

筑西市門井 1973

筑西市海老ヶ島 755-1

筑西市関本中 1081-15

下妻市下妻丁 106-4

古河市東 4-19-36

古河市諸川 896-1

古河市女沼 1526-15

常総市水海道諏訪町 3280-2

常総市本石下 4601

結城市結城白山 638

坂東市辺田 1525

結城郡八千代町菅谷 1177-5

猿島郡境町向地 805-9

桜川市明日香 2-47

店番

県
西
地
区

鹿
行
地
区

所在地 電話番号 貸金庫

店　名 所在地 電話番号 貸金庫

土浦市中央 2-10-19

土浦市千束町 5-4

土浦市荒川沖東 2-19-1

土浦市神立中央 2-1-25

土浦市東並木町 3391-1

つくば市大曽根 3241-1

つくば市吉沼 1110-5

つくば市台町 2-14-5

つくば市高見原 5-1-25

つくば市春日 2-27-1

石岡市府中 1-4-12

石岡市東光台 3-1-15

取手市新町 5-16-10

取手市藤代 556-2

守谷市百合ヶ丘 3-2787-144

龍ヶ崎市若柴町 3069-1

牛久市栄町 5-17-3

稲敷郡阿見町阿見 2265-4

稲敷市江戸崎甲 2561-2

つくばみらい市谷井田 501-8

店　名 所在地 電話番号 貸金庫

土　浦
千束町
荒川沖
神　立
土浦並木
大　穂
吉　沼
谷田部
茎　崎

つくば中央
石　岡
石岡東
取　手
藤　代
守　谷
佐　貫
牛　久
阿　見
江戸崎
伊　奈

029-821-5114

029-824-0711

029-842-3377

029-831-9251

029-835-0511

029-864-0211

029-865-1234

029-836-5411

029-871-1121

029-860-2323

0299-22-5131

0299-26-8910

0297-73-3121

0297-82-7711

0297-48-3231

0297-66-1432

029-874-2188

029-888-1121

029-892-8100

0297-58-9111

○

○

ー

ー

○

○

ー

ー

○

○

ー

○

○

○

○

ー

○

○

○

○

0296-24-5131

0296-57-4311

0296-52-6100

0296-37-7221

0296-43-2131

0280-32-7411

0280-76-5811

0280-92-7900

0297-22-2511

0297-42-1020

0296-32-4466

0297-35-1811

0296-49-2211

0280-86-7755

0296-75-1101

○

ー

○

○

ー

○

ー

○

○

○

○

○

○

ー

○

鹿嶋市宮中 5207-1

神栖市神栖 1-17-16

神栖市知手中央 1-17-25

神栖市波崎 7578-5

鉾田市新鉾田西 2-2-3

潮来市上戸 215-1

鹿　島
神　栖
知　手
波　崎
鉾　田
潮来牛堀

0299-83-7422

0299-92-1917

0299-96-5000

0479-44-3511

0291-34-1100

0299-80-3535

ー

○

○

ー

○

○

水戸市大町 2-3-12

水戸市上水戸 3-3-28

水戸市本町 3-2-29

水戸市笠原町 1374-10

水戸市大塚町 1863-25

水戸市中央 2-6-2

水戸市見和 1-300-68

水戸市元吉田町 1546-8

水戸市内原町 1431-5

水戸市笠原町 1566-3

水戸市泉町 1-1-1

水戸市元山町 1-6-26

水戸市赤塚 1-1

笠間市笠間 1593

笠間市美原 1-1-34

笠間市下郷 4542-138

小美玉市中延 141

小美玉市部室 1111-3

東茨城郡茨城町小堤 1014-36

東茨城郡大洗町磯浜町 641-2

店番

県
央
地
区

店　名 電話番号 貸金庫

本店営業部
上水戸
下　市
千　波
赤　塚
駅　南
見　和
吉　田
内　原
県庁前
泉　町

偕楽園前（出）
赤塚駅前（出）
笠　間
友　部
岩　間
小　川
美野里
奥　谷
大　洗

029-231-2131

029-231-3246

029-224-0123

029-241-0231

029-254-4151

029-231-1681

029-254-2855

029-248-3371

029-259-6122

029-301-1500

029-300-7211

029-302-5511

029-309-5625

0296-72-1224

0296-77-1166

0299-45-7175

0299-58-2121

0299-48-4511

029-292-1165

029-266-2121

○

○

○

○

○

○

ー

○

ー

○

○

ー

ー

ー

○

ー

○

○

○

ー

ネットワーク
茨城県全域に広がる84店舗のネットワーク

平成 29 年 6 月1日現在

日立市若葉町 1-18-18

日立市多賀町 2-16-5

日立市日高町 1-7-27

日立市大みか町 1-1-10

日立市神峰町 4-13-10

日立市久慈町 2-9-27

日立市十王町友部 1644-5

日立市台原町 2-13-8

ひたちなか市湊本町 6-16

ひたちなか市堀口中原 685-3

ひたちなか市中根 884-12

ひたちなか市東石川 1640-1

ひたちなか市高場 1-2-36

ひたちなか市東石川雷 3527-3

ひたちなか市津田 2673-5

北茨城市大津町北町 3-5-8

常陸大宮市上町 861-4

高萩市高萩 27-2

那珂郡東海村舟石川駅西 2-16-16

那珂市菅谷 2279-24

那珂市菅谷 4209

久慈郡大子町池田 2621-1

常陸太田市山下町 1712-2

店番

県
北
地
区

所在地 電話番号 貸金庫

3
14
21
34
75
77
78
83
4
20
56
71
72
73
74
12
35
76
38
44
79
51
92

日　立
多　賀
日　高
大みか
宮　田
久慈浜
十　王
台　原
湊

勝　田
中　根
勝田中央
佐　和
田　彦
津　田
大　津
大　宮
高　萩
東　海
那　珂
菅　谷
大　子
常陸太田

0294-22-5171

0294-36-2171

0294-42-7181

0294-53-5121

0294-21-6221

0294-53-1011

0294-39-6101

0294-36-2511

029-263-3511

029-274-2131

029-276-2511

029-273-3311

029-285-1257

029-275-0211

029-272-1177

0293-46-1148

0295-53-3511

0293-22-4025

029-284-0321

029-295-1112

029-298-3811

0295-72-2521

0294-80-7711

○

○

ー

○

ー

ー

ー

○

○

○

○

○

ー

ー

ー

ー

○

○

ー

ー

ー

○

○

※（出）は、有人出張所
※貸金庫の項目に○があるのは、貸金庫設置店です。

2
29
39
43
68
7
37
40
57
70
9
60
17
64
27
33
45
54
61
58

県
南
地
区

48
23
63
31
66
91

1
13
15
24
32
36
47
49
50
67
69
80
90
5
16
42
6
65
11
18

店　名

下　館
協　和
明　野
関　城
下　妻
古　河
三　和
総　和
水海道
石　下
結　城
岩　井
八千代
境

岩　瀬

店　名

店番

店番

8
28
59
62
10
19
41
53
25
55
26
30
22
46
52

所在地

県庁前支店（水戸市）

潮来牛堀支店（潮来市）湊支店（ひたちなか市）

奥谷支店（茨城町） 常陸太田支店（常陸太田市）
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ご返済のシミュレーションなど
詳しくは、

お近くの各支店（84店舗）・
ローン相談室（4ヵ所）まで
お問い合わせください。

ホームページアドレス　http://www.kenshinbank.co.jp

ローン相談室オアシス（泉町支店内）	 TEL 0120-611-244
水戸京成百貨店前

ローン相談室つくば（つくば中央支店内）	 TEL 029-860-2323
ローン相談室日立（日立支店内）	 TEL 0294-22-5171
ローンセンタークレオパトラ　	 TEL 029-303-2220
水戸駅南 茨城県近代美術館近く
※ローン相談室は土曜・日曜も営業しています。

平成29年6月10日現在



vii



vi

財務諸表



経営指標8

経営指標7

約96％

のお客さまのほとんどは、普通預金や定期預金をお預けいただいている個人のみなさまです。その
ほとんどは1,000万円以下の預金者であり、大変多くのみなさまにお預けいただいております。今後とも、信
用組合らしく小口預金を中心に受け入れてまいります。

　　　　はこれからも
お客さまとともに歩んでまいります。

1,000万円以下の預金者の割合

預金金額階層別先数

v

デリバティブ取引

デリバティブに関する取引はございません。



経営指標6

経営指標5

の純資産は大きく出資金と内部留保で構成されています。平成29年3月末の出資金は203億円、組
合員数は法人を含めて20万8,324人となり、多くのみなさまから支えられています。内部留保は創業以来、
利益の中から蓄積してきたもので、292 億円となりました。なお、この内部留保が厚いほど、財務体質が健
全であると言われています。

は、茨城県に住む
14人に1人の方に

出資いただいております。

203億円

出 資 金

純資産の内訳

iv



経営指標4

経営指標3

11.17％

自 己 資 本 比 率

iii

自己資本比率は、企業の総資産に対する自己資本（出
資金、積立金など）の割合で、健全経営の最も重要な
指標です。 の自己資本比率は国内基準４％を
大幅に上回り、国際基準の８％も上回って引き続き高
い水準を維持しております。

有価証券の運用については、
安全第一の運用方針のもと
に分散投資を基本として、
長期的で安定的な収益確保
を目指しております。

「満期保有目的の債券」の貸借対照
表計上額は取得原価を計上しており
ます。「その他有価証券」の貸借対
照表計上額のうち時価のあるものは
市場価格等に基づく時価を、時価の
ないものは取得原価に基づいて計上
しております。



経営指標2

経営指標1

3億2千万円

日銀のマイナス金利政策などの影響を受け、市場金利の低
下が進んだ結果、貸出金利息を中心とした資金運用収益が
減少しました。また、経費削減効果があった一方で、企業
支援をより一層確実に実行していくために貸倒引当金を積
み増したことなどから、経常利益は7億1千万円、当期純利
益は3億2千万円となりました。

平成29年3月期 当期純利益

ii



茨城県信用組合
〒310-8622 茨城県水戸市大町2丁目3番12号
TEL：029（231）2131（代）
FAX：029（231）3487（代）

のホームページ　http://www.kenshinbank.co.jp/

平成29年3月期

の経営状況


